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学習者コーパス構築機構としての
作文教育支援システムTEachOtherS

山口昌也 / 徐 煉 / 張 曦冉
（国立国語研究所）



背景

 協同型の（ペアやグループ，クラス単位での）作文教育活動

 相互添削，ピア・フィードバックなどの評価活動

 さまざまな教育現場で実施されている

 例： アカデミック・ライティング，日本語教育，初年次教育，教師教育

 従来の作文支援手法

 文法などのチェッカ，自動訂正

 添削支援，相互添削

⚫ 作文自体や添削への支援が中心
⚫ 協同型教育活動に対する作文支援の必要性
⚫ 作文自体や添削への支援が中心
⚫ 協同型教育活動に対する作文支援の必要性

TEachOtherSを開発TEachOtherSを開発
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本発表の目的

 TEachOtherSを用いた作文教育結果として，学習者コーパスが構築さ
れることを示す

 教師・学習者の活動の流れ（＝ コーパスの構築）

 構築される作文活動データの内容
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TEachOtherSの概要

 インターネット上での協同型の
作文教育活動を支援

 ネット上で作文・コメント付けが
可能なWebアプリケーション

 相互コメントやグループでの振り
返りを支援

 教師の活動管理を支援
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TEachOtherSの概要

 インターネット上での協同型の
作文教育活動を支援

 ネット上で作文・コメント付けが
可能なWebアプリケーション

 相互コメントやグループでの振り
返りを支援

 教師の活動管理を支援

（作文は『作文対訳データベース』(JaEnSG014_01_1)から引用）
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TEachOtherSの概要

 インターネット上での協同型の
作文教育活動を支援

 ネット上で作文・コメント付けが
可能なWebアプリケーション

 相互コメントやグループでの振り
返りを支援

 教師の活動管理を支援

 アカウント・グループ管理

 フェーズ管理など

③ 相互添削

グループ分け

② 各自，作文

① アカウントの配布

⚫ ユーザID
⚫ パスワード

全員が同じフェーズの
活動をできるよう管理
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想定される教育活動

 互いの作文を評価する活動

 作文の相互コメント活動など

 単一作文の評価を共有する活動

 読解や輪読などの演習
◼読解演習（日本語教育）

①各自，課題論述文に
アノテーション

②全員の結果を統合して
ディスカッション

◼作文の相互コメント（日本語教育）

①各自，メンバーの作文を
相互添削

②全員の結果を統合して
振り返り

本日は，こちら本日は，こちら
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相互コメント活動の流れ

各自，作文 グループ振り返り

各自，改訂
（ver.2作成）

他者コメント他者コメント

自己コメント自己コメント

相互コメント

教師に提出

他者コメント他者コメント

Ver.1Ver.1

自己コメント自己コメント

Ver.2Ver.2

他者コメント他者コメント 自己コメント自己コメント
他者コメント他者コメント 自己コメント自己コメント
他者コメント他者コメント 自己コメント自己コメント

学習者コーパス

アピールしたい
改訂箇所のみ
アピールしたい
改訂箇所のみ

各「フェーズ」の構成は，活動管理者
（教師）が組み立てることができる
各「フェーズ」の構成は，活動管理者
（教師）が組み立てることができる

8



相互コメント活動の流れ

各自，作文
（ver.1）
各自，作文
（ver.1）

グループ
振り返り
グループ
振り返り

各自，改訂
(ver.2)
各自，改訂
(ver.2)

相互
コメント
相互
コメント

教師に
提出

教師
コメント
教師
コメント

⚫ 1グループ２～４名
⚫ 最大合計人数20名程度
⚫ 1グループ２～４名
⚫ 最大合計人数20名程度
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相互コメント活動の流れ（学生視点） ... 作文

各自，作文
（ver.1）
各自，作文
（ver.1）

グループ
振り返り
グループ
振り返り

各自，改訂
(ver.2)
各自，改訂
(ver.2)

相互
コメント
相互
コメント

教師に
提出

教師
コメント
教師
コメント

⚫ 自分の作文のみ閲覧・編集
できる

⚫ 簡易な文章構造（タイトル，
箇条書きなど）をタグ付け
可能

⚫ 自分の作文のみ閲覧・編集
できる

⚫ 簡易な文章構造（タイトル，
箇条書きなど）をタグ付け
可能
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各自，作文
（ver.1）
各自，作文
（ver.1）

グループ
振り返り
グループ
振り返り

各自，改訂
(ver.2)
各自，改訂
(ver.2)

相互
コメント
相互
コメント

教師に
提出

教師
コメント
教師
コメント

相互コメント活動の流れ（学生視点） ... 相互コメント

⚫ 他のメンバーの作文へのアノ
テーションや閲覧ができる

⚫ 他のメンバーのアノテーショ
ンは見えない

⚫ 自分の作文は閲覧のみで書
き込みは不可

⚫ 他のメンバーの作文へのアノ
テーションや閲覧ができる

⚫ 他のメンバーのアノテーショ
ンは見えない

⚫ 自分の作文は閲覧のみで書
き込みは不可

次郎が太郎の作文に「文法」のタグ
でコメントしているところ
次郎が太郎の作文に「文法」のタグ
でコメントしているところ
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各自，作文
（ver.1）
各自，作文
（ver.1）

グループ
振り返り
グループ
振り返り

各自，改訂
(ver.2)
各自，改訂
(ver.2)

相互
コメント
相互
コメント

教師に
提出

教師
コメント
教師
コメント

相互コメント活動の流れ（学生視点） ... 相互コメント
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各自，作文
（ver.1）
各自，作文
（ver.1）

グループ
振り返り
グループ
振り返り

各自，改訂
(ver.2)
各自，改訂
(ver.2)

相互
コメント
相互
コメント

教師に
提出

教師
コメント
教師
コメント

相互コメント活動の流れ（学生視点） ... グループ振り返り

⚫ 全員のアノテーションが同時
に表示される

⚫ 作文への書き込み，アノテー
ションは不可

⚫ アノテーション一覧は，タグ
名，ユーザ名などでフィルタ
リング可能

⚫ 全員のアノテーションが同時
に表示される

⚫ 作文への書き込み，アノテー
ションは不可

⚫ アノテーション一覧は，タグ
名，ユーザ名などでフィルタ
リング可能
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相互コメント活動の流れ（学生視点） ... 改訂

各自，作文
（ver.1）
各自，作文
（ver.1）

グループ
振り返り
グループ
振り返り

各自，改訂
(ver.2)
各自，改訂
(ver.2)

相互
コメント
相互
コメント

教師に
提出

教師
コメント
教師
コメント

⚫ 相互・教師コメント，グループ
振り返りに基づいて，改訂版
（ver.2）を作成

⚫ 変更箇所には，必要に応じて，
自己コメントをアノテーション
（教師やグループ振り返りで
利用することが目的）

⚫ 相互・教師コメント，グループ
振り返りに基づいて，改訂版
（ver.2）を作成

⚫ 変更箇所には，必要に応じて，
自己コメントをアノテーション
（教師やグループ振り返りで
利用することが目的）ver.2ver.2 ver.1ver.1
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相互コメント活動の流れ（学生視点） ... 改訂

自己コメント自己コメント

参考にした
アノテーション
参考にした
アノテーション

アノテーション
への著者の反応
アノテーション
への著者の反応
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相互コメント活動の流れ（教師視点） ... 事前準備

各自，作文
（ver.1）
各自，作文
（ver.1）

グループ
振り返り
グループ
振り返り

各自，改訂
(ver.2)
各自，改訂
(ver.2)

相互
コメント
相互
コメント

教師に
提出

教師
コメント
教師
コメント

⚫ アカウント作成
⚫ グループ定義
⚫ アノテーション定義

事前準備事前準備

 教師支援機能の例：
⚫ 学生名リストから，各学生専用のログインURL生成
⚫ ランダムにグループ分け
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相互コメント活動の流れ（教師視点） ... 事前準備

各自，作文
（ver.1）
各自，作文
（ver.1）

グループ
振り返り
グループ
振り返り

各自，改訂
(ver.2)
各自，改訂
(ver.2)

相互
コメント
相互
コメント

教師に
提出

教師
コメント
教師
コメント

⚫ アカウント作成
⚫ グループ定義
⚫ アノテーション定義

事前準備事前準備

⚫ 「表記」
⚫ 「文法」
⚫ 「語彙」
⚫ 「構成」
⚫ 「その他」
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学生コメント学生コメント

相互コメント活動の流れ（教師視点） ... ver.2のひな型生成

各自，作文
（ver.1）
各自，作文
（ver.1）

グループ
振り返り
グループ
振り返り

各自，改訂
(ver.2)
各自，改訂
(ver.2)

相互
コメント
相互
コメント

教師に
提出

教師
コメント
教師
コメント

ver.2用のひな型生成ver.2用のひな型生成

ver.1 ver.2

教師コメント教師コメント

⚫ ver.1の本文のみ
コピー
（全員分一括生成）

⚫ 学生はこのver.2を
初期値として改訂
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相互コメント活動の流れ（教師視点） ... フェーズ切り替え

各自，作文
（ver.1）
各自，作文
（ver.1）

グループ
振り返り
グループ
振り返り

各自，改訂
(ver.2)
各自，改訂
(ver.2)

相互
コメント
相互
コメント

教師に
提出

教師
コメント
教師
コメント

フェーズの切り替えフェーズの切り替え

⚫ 全員のフェーズを一括して変更

⚫ 作文，アノテーションの読み書き制限は，フェーズごとに定義
されており，切り替えた段階で自動で適用される
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相互コメント活動の流れと作文活動データ

各自，作文
（ver.1）
各自，作文
（ver.1）

グループ
振り返り
グループ
振り返り

各自，改訂
(ver.2)
各自，改訂
(ver.2)

相互
コメント
相互
コメント

教師に
提出

教師
コメント
教師
コメント

学生コメント学生コメント 学生コメント学生コメント

教師コメント教師コメント

他者コメント他者コメント 自己コメント自己コメント

教師コメント教師コメント

⚫ XHTML形式
⚫ 自己コメントは他者コメントとリンク可能
⚫ 著者，グループ，クラス単位でダウンロード

× 学生数
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活動データ例（３名分）

⚫ XHTMLファイルのため，
Webブラウザで閲覧可能

⚫ 編集はできないが，閲覧関連
の機能はサイトとほぼ同一

⚫ XHTMLファイルのため，
Webブラウザで閲覧可能

⚫ 編集はできないが，閲覧関連
の機能はサイトとほぼ同一
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実践への適用状況

 ４種類，４大学で実施

 間違探し課題

 読解演習

 論文輪読

 作文の相互添削

 ただし ...

 「コーパス」としての利用は未
実施

 利用者からの承諾を含め，
共有方法を検討中

◼作文の相互添削
（日本語教育）

◼間違い探し課題
（日本語教育）

◼論文輪読
（アカデミックライティング）

◼読解演習
（日本語教育）

① 各自，課題文の間違い
箇所にアノテーション

②全員の結果を統合して
振り返り

①各自，課題論述文に
アノテーション

②全員の結果を統合
してディスカッション

①各自，課題論文に
アノテーション

②全員の結果を統合
してディスカッション

①各自，メンバーの作文
を相互添削

②全員の結果を統合
して振り返り22



おわりに

 TEachOtherSを用いた作文教育活動の流れと，その結果として構築さ
れる作文活動データを示した

 活動の流れ（教師・学習者視点）

 構築される作文活動データ

 作文本体＋コメント

 XHTML形式

 今後の予定

 今年度中に試験公開を実施予定

 作文活動データの共有や活用方法について検討
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